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問題問題

近年，世界の優先課題として，自殺予防が取り上げられている（World Health Organization，2019）。自近年，世界の優先課題として，自殺予防が取り上げられている（World Health Organization，2019）。自

殺とは，自ら自分の生命を絶つことである(新村，2008)。世界保健機関の2018年の統計によると，日本の自殺殺とは，自ら自分の生命を絶つことである(新村，2008)。世界保健機関の2018年の統計によると，日本の自殺

死亡率は，諸外国の自殺死亡率と比べると非常に高く，自殺死亡率の総数ではワースト9位といった結果が出死亡率は，諸外国の自殺死亡率と比べると非常に高く，自殺死亡率の総数ではワースト9位といった結果が出

ている。また，男女別にみると，日本は，男性がワースト15位，女性がワースト4位となっている。日本の年ている。また，男女別にみると，日本は，男性がワースト15位，女性がワースト4位となっている。日本の年

間自殺者数は男性が７割を占め多く，諸外国をみても男性の方が自殺死亡率は高くなっている。また，諸外間自殺者数は男性が７割を占め多く，諸外国をみても男性の方が自殺死亡率は高くなっている。また，諸外

国との比較でみると，日本の女性の自殺死亡率の高さが目立っている(厚生労働省，2018 a)。国との比較でみると，日本の女性の自殺死亡率の高さが目立っている(厚生労働省，2018 a)。

平成29年の日本の自殺者数は21,321人で，平成22年以降，8年連続減少している(厚生労働省，2018b)。全体平成29年の日本の自殺者数は21,321人で，平成22年以降，8年連続減少している(厚生労働省，2018b)。全体

的に自殺者数は年々減少しているが，若年層の自殺者数に大きな変動は見られない。例えば，29歳以下の自殺的に自殺者数は年々減少しているが，若年層の自殺者数に大きな変動は見られない。例えば，29歳以下の自殺

者数をみると，平成28年では2,755人，平成29年では2,780人と報告されており，20代以下に絞ってデータを者数をみると，平成28年では2,755人，平成29年では2,780人と報告されており，20代以下に絞ってデータを

見直すと，平成28年の死因順位別にみた年齢階級では，15 ～ 39歳の死因の第1位が自殺である。また，死亡見直すと，平成28年の死因順位別にみた年齢階級では，15 ～ 39歳の死因の第1位が自殺である。また，死亡

率をみると20 ～ 24歳は48.1％，25 ～ 29歳は47.0％であった(厚生労働省，2017 b)。この数値は，20代で亡く率をみると20 ～ 24歳は48.1％，25 ～ 29歳は47.0％であった(厚生労働省，2017 b)。この数値は，20代で亡く

なった人のおおよそ半数が，自殺で亡くなっていることを示しており，これらの結果から，若年層の自殺が深なった人のおおよそ半数が，自殺で亡くなっていることを示しており，これらの結果から，若年層の自殺が深

刻な状態が続いていることがわかる。また，Joinerら(2009)は，人が自殺行動を起こすのは，自殺に対する心刻な状態が続いていることがわかる。また，Joinerら(2009)は，人が自殺行動を起こすのは，自殺に対する心

理的なハードルが下がるプロセスが必要だと述べている。要するに，死に対する恐怖心が薄れてきたり，自分理的なハードルが下がるプロセスが必要だと述べている。要するに，死に対する恐怖心が薄れてきたり，自分

の身体を傷つけることや慢性的な身体の痛みなどに慣れたりする状態になることが必要だということである。の身体を傷つけることや慢性的な身体の痛みなどに慣れたりする状態になることが必要だということである。

こうした能力のことをJoinerら(2009)は，「獲得された自殺潜在能力」と名付けている。さらに，希死念慮にこうした能力のことをJoinerら(2009)は，「獲得された自殺潜在能力」と名付けている。さらに，希死念慮に

自殺潜在能力が加わることで，自殺が行動化されていると指摘し，これを自殺の対人関係理論と呼んだ。希死自殺潜在能力が加わることで，自殺が行動化されていると指摘し，これを自殺の対人関係理論と呼んだ。希死

念慮とは「自殺をしようとする意志」のことである(神澤・中田・才野，2016)。希死念慮は「所属感の減弱」念慮とは「自殺をしようとする意志」のことである(神澤・中田・才野，2016)。希死念慮は「所属感の減弱」

と「負担感の知覚」が重なることで生じる。所属感の減弱とは，現実に人との繋がりがなく，孤立している状と「負担感の知覚」が重なることで生じる。所属感の減弱とは，現実に人との繋がりがなく，孤立している状

況と，自分の居場所がない，あるいは誰も自分を必要としていないという主観的な感覚を含んだ状態のことを況と，自分の居場所がない，あるいは誰も自分を必要としていないという主観的な感覚を含んだ状態のことを

いう(松本，2015)。負担感の知覚とは，自分が生きていることが周囲の迷惑になっている，自分がいない方がいう(松本，2015)。負担感の知覚とは，自分が生きていることが周囲の迷惑になっている，自分がいない方が

周囲は幸せになれるといった認識を指す(松本，2015)。周囲は幸せになれるといった認識を指す(松本，2015)。

以上のことから，希死念慮を抱き，さらに自殺潜在能力をもった人は，自殺行動を起こすリスクがあると以上のことから，希死念慮を抱き，さらに自殺潜在能力をもった人は，自殺行動を起こすリスクがあると

いえる。また，自殺潜在能力は自分の身体を傷つけることで高まり，言い換えると，自傷行為は自殺潜在能力いえる。また，自殺潜在能力は自分の身体を傷つけることで高まり，言い換えると，自傷行為は自殺潜在能力

を高める要因であるといえる。自傷行為は「自殺以外の意図から，非致死性の予測をもって，故意に，そしてを高める要因であるといえる。自傷行為は「自殺以外の意図から，非致死性の予測をもって，故意に，そして

直接的に，自らの身体に対して非致死的な損傷を加えること」と松本(2014)は定義している。希死念慮または直接的に，自らの身体に対して非致死的な損傷を加えること」と松本(2014)は定義している。希死念慮または

自傷経験を大学生に調査した研究はある（杉岡・若林，2012 etc.）が、両方を同時に調査したものはない。自自傷経験を大学生に調査した研究はある（杉岡・若林，2012 etc.）が、両方を同時に調査したものはない。自

殺行動を起こすリスクが高い大学生がどれくらいいるのか実態は定かではない。殺行動を起こすリスクが高い大学生がどれくらいいるのか実態は定かではない。

そこで本研究は，大学生に希死念慮や自傷行為の経験について質問することで，自殺行動を起こすリスクそこで本研究は，大学生に希死念慮や自傷行為の経験について質問することで，自殺行動を起こすリスク

の高い大学生の割合を調査するとともに，希死念慮を抱いている，自傷行為の経験がある大学生の割合を調の高い大学生の割合を調査するとともに，希死念慮を抱いている，自傷行為の経験がある大学生の割合を調

査することを目的とした。割合を調査することで、現状を把握することが出来、今後どういった予防的なアプ査することを目的とした。割合を調査することで、現状を把握することが出来、今後どういった予防的なアプ
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ローチが必要か，また，学生相談といった相談の体制の在り方を検討する基礎データを収集することが本研究ローチが必要か，また，学生相談といった相談の体制の在り方を検討する基礎データを収集することが本研究

の狙いである。の狙いである。

方法方法

調査対象者

近畿圏の大学に在学中の大学生253名を研究対象とし，未記入のあったケースを除いた有効回答246名(男性近畿圏の大学に在学中の大学生253名を研究対象とし，未記入のあったケースを除いた有効回答246名(男性

120名，女性126名，平均年齢19.90歳SD =1 .32)を分析の対象とした。120名，女性126名，平均年齢19.90歳SD =1 .32)を分析の対象とした。

調査時期

本調査は2018年12月に，授業時間の一部を利用して集団法により実施した。本調査は2018年12月に，授業時間の一部を利用して集団法により実施した。

質問紙

本研究では，年齢・性別・学年を尋ねたのち，自傷行為尺度9項目(佐野，2016)と内閣府(2016)をもとに筆者本研究では，年齢・性別・学年を尋ねたのち，自傷行為尺度9項目(佐野，2016)と内閣府(2016)をもとに筆者

が作成した希死念慮に関する質問を用いた。が作成した希死念慮に関する質問を用いた。

自傷行為尺度　9項目からなる自傷行為尺度(佐野，2016)を用いた。「5.すごく当てはまる(5点)」，「4.当て　9項目からなる自傷行為尺度(佐野，2016)を用いた。「5.すごく当てはまる(5点)」，「4.当て

はまる(4点)」，「3.どちらでもない(3点)」，「2.当てはまらない(2点)」，「1.まったく当てはまらない」の5件法はまる(4点)」，「3.どちらでもない(3点)」，「2.当てはまらない(2点)」，「1.まったく当てはまらない」の5件法

で構成されている。カットオフ値も設定されており，25点以上で自傷経験群，31点以上なら現在自傷継続群とで構成されている。カットオフ値も設定されており，25点以上で自傷経験群，31点以上なら現在自傷継続群と

分けることが可能である。また，問8「リストカットなどの体を傷つけることをしたことがある」や問9「現分けることが可能である。また，問8「リストカットなどの体を傷つけることをしたことがある」や問9「現

在，自分を傷つけることをしている」の回答状況を加味することが有効であると佐野(2016)は述べている。つ在，自分を傷つけることをしている」の回答状況を加味することが有効であると佐野(2016)は述べている。つ

まり問8が4ないし5点であったら自傷経験有り，なおかつ問9が4ないし5点であったら現在も自傷継続の疑まり問8が4ないし5点であったら自傷経験有り，なおかつ問9が4ないし5点であったら現在も自傷継続の疑

いがあると考えることが妥当である。問9で4ないし5点を回答した場合は，「自分を傷つける際に，どのよういがあると考えることが妥当である。問9で4ないし5点を回答した場合は，「自分を傷つける際に，どのよう

な手段で行いましたか。また，なぜその手段を選びましたか？」，「何のために身体に傷をつけましたか？」のな手段で行いましたか。また，なぜその手段を選びましたか？」，「何のために身体に傷をつけましたか？」の

2つの質問を自由記述により回答を求めた。2つの質問を自由記述により回答を求めた。

希死念慮の質問　「今までに本気で死にたいと思ったことがありますか？ (過去の希死念慮)」，「直近で本気　「今までに本気で死にたいと思ったことがありますか？ (過去の希死念慮)」，「直近で本気

で死にたいと思ったことがありますか？ (直近の希死念慮)」について「①はい」か「②いいえ」の2件法で回で死にたいと思ったことがありますか？ (直近の希死念慮)」について「①はい」か「②いいえ」の2件法で回

答を求めた。直近の希死念慮の質問で，「①はい」と答えた場合は，「本気で死にたいと思った理由は何です答を求めた。直近の希死念慮の質問で，「①はい」と答えた場合は，「本気で死にたいと思った理由は何です

か？書ける範囲で書いてください」と自由記述により回答を求めた。か？書ける範囲で書いてください」と自由記述により回答を求めた。

実施手続き

大学の講義冒頭で調査者が質問紙の配布と回答の依頼を行い、講義終了後に回収した。また回収する際、大学の講義冒頭で調査者が質問紙の配布と回答の依頼を行い、講義終了後に回収した。また回収する際、

質問紙と共に配布した封筒の中に質問紙を入れるように指示し、質問紙が他人の目に触れないようにした。ま質問紙と共に配布した封筒の中に質問紙を入れるように指示し、質問紙が他人の目に触れないようにした。ま

た、本調査は無記名調査であり、調査への参加は自由意志によるものであった。た、本調査は無記名調査であり、調査への参加は自由意志によるものであった。

結果結果

希死念慮について

過去の希死念慮　「過去の希死念慮」については，全体の46%である113名が「ある」と回答した。また，過去の希死念慮　「過去の希死念慮」については，全体の46%である113名が「ある」と回答した。また，

「ある」と回答した男女の割合は，男性57名(50.4%)，女性56名(49.6%)であった。χ「ある」と回答した男女の割合は，男性57名(50.4%)，女性56名(49.6%)であった。χ22 検定を用いて男女別の検定を用いて男女別の

過去の希死念慮を比較したところ，統計的な有意差は認められなかった（χ過去の希死念慮を比較したところ，統計的な有意差は認められなかった（χ22（1）＝.23，n.s.）。（1）＝.23，n.s.）。

直近の希死念慮　「直近の希死念慮」については，全体の7%である17名が「ある」と回答した。また，「あ直近の希死念慮　「直近の希死念慮」については，全体の7%である17名が「ある」と回答した。また，「あ

る」と回答した男女の割合は，男性6名(35%)，女性11名(65%)であった。χる」と回答した男女の割合は，男性6名(35%)，女性11名(65%)であった。χ22 検定を用いて男女別の直近の希死検定を用いて男女別の直近の希死
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念慮を比較したところ，統計的な有意差は認められなかった（χ念慮を比較したところ，統計的な有意差は認められなかった（χ22（1）＝1.33，n.s.）。（1）＝1.33，n.s.）。

自傷行為について

自傷経験群　自傷経験群となるカットオフ値の25点以上の割合は，全体の34%である83名であった。また，自傷経験群　自傷経験群となるカットオフ値の25点以上の割合は，全体の34%である83名であった。また，

カットオフ値の25点以上の男女の割合は，男性35名(42%)，女性48名(58%)であった。χカットオフ値の25点以上の男女の割合は，男性35名(42%)，女性48名(58%)であった。χ22 検定を用いて男女別検定を用いて男女別

の自傷経験群を比較したところ，統計的な有意差は認められなかった（χの自傷経験群を比較したところ，統計的な有意差は認められなかった（χ22（1）＝2.19，n.s.）。（1）＝2.19，n.s.）。

現在自傷継続群　現在傷継続群となるカットオフ値の31点以上の割合は，全体の10%である24名であった。現在自傷継続群　現在傷継続群となるカットオフ値の31点以上の割合は，全体の10%である24名であった。

また，男女の割合は，男性5名 (21%) ，女性19名 (79%) であった。また，男女の割合は，男性5名 (21%) ，女性19名 (79%) であった。

過去の自傷　問8の「過去の自傷について」の質問に4ないし5点と回答した人の割合は，全体の17%である過去の自傷　問8の「過去の自傷について」の質問に4ないし5点と回答した人の割合は，全体の17%である

42名であった。また，男女の割合は，男性13名 (31%) ，女性29名 (69%) であった(Figure1 )。χ42名であった。また，男女の割合は，男性13名 (31%) ，女性29名 (69%) であった(Figure1 )。χ22 検定を用いて検定を用いて

男女別の「過去の自傷」を比較したところ，有意差がみられた（χ男女別の「過去の自傷」を比較したところ，有意差がみられた（χ22（1）＝6.44，p <.05）。よって，女性の方（1）＝6.44，p <.05）。よって，女性の方

が男性よりも過去に自傷行為を行っている人が多いと言える。が男性よりも過去に自傷行為を行っている人が多いと言える。

現在の自傷　問8の質問に4ないし5点と回答し，かつ，問9の「現在の自傷について」の質問に4ないし現在の自傷　問8の質問に4ないし5点と回答し，かつ，問9の「現在の自傷について」の質問に4ないし

5点と回答した人の割合は，全体の2%である5名であった。また，男女の割合は，男性１ 名(20%)，女性4名5点と回答した人の割合は，全体の2%である5名であった。また，男女の割合は，男性１ 名(20%)，女性4名

(80%)であった。(80%)であった。

χχ22 検定を用いて男女別の「現在の自傷について」比較したところ，統計的な有意差は認められなかった検定を用いて男女別の「現在の自傷について」比較したところ，統計的な有意差は認められなかった

（χ（χ22 （ 1）＝1.69，n.s.）。（ 1）＝1.69，n.s.）。

自傷の手段　問9の質問に4ないし5点と回答した人に，自傷行為をする際の手段について尋ねたが，回答自傷の手段　問9の質問に4ないし5点と回答した人に，自傷行為をする際の手段について尋ねたが，回答

した人が1名のみだった。したがって今回は，問8の質問に4ないし5点と回答した人で自傷の手段等に回答しした人が1名のみだった。したがって今回は，問8の質問に4ないし5点と回答した人で自傷の手段等に回答し

ている人も合わせることにした。その結果，「切る(3名)」，「噛む(1名)」，「ひっかく(1名)」「刺す(1名)」「殴るている人も合わせることにした。その結果，「切る(3名)」，「噛む(1名)」，「ひっかく(1名)」「刺す(1名)」「殴る

(1名)」，「絞める(1名)」であった。(1名)」，「絞める(1名)」であった。

また，自傷した部位については，「手首(3名)」，「爪(2名)」，「手の甲(1名)」，「腕(1名)」，「太もも(1名)」でまた，自傷した部位については，「手首(3名)」，「爪(2名)」，「手の甲(1名)」，「腕(1名)」，「太もも(1名)」で

あった。あった。

自傷の理由 自傷の理由については，「落ち着くため(4名)」，「イライラ・むしゃくしゃしたから(3名)」，「覚自傷の理由 自傷の理由については，「落ち着くため(4名)」，「イライラ・むしゃくしゃしたから(3名)」，「覚

えていない・なんとなく(2名)」であった。えていない・なんとなく(2名)」であった。

Figure1 過去の自傷についての男女比(n=42)
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自傷行為と希死念慮

自傷行為経験群のなかで「過去の希死念慮」について，「ある」と回答した人は63名(76%)で，「なし」と回自傷行為経験群のなかで「過去の希死念慮」について，「ある」と回答した人は63名(76%)で，「なし」と回

答した人は20名(24%)であった(Figure2 )。χ答した人は20名(24%)であった(Figure2 )。χ22 検定を用いて自傷行為経験群内の「過去の希死念慮」の有無検定を用いて自傷行為経験群内の「過去の希死念慮」の有無

を比較したところ，「なし」と回答した人よりも「ある」と回答した人のほうが有意に高かった（χを比較したところ，「なし」と回答した人よりも「ある」と回答した人のほうが有意に高かった（χ22（1）＝（1）＝

45.30，p <.001）。45.30，p <.001）。

また，自傷行為経験群のなかで「直近の希死念慮」について，「ある」と回答した人は11名(13%)で，「なまた，自傷行為経験群のなかで「直近の希死念慮」について，「ある」と回答した人は11名(13%)で，「な

し」と回答した人は72名(87%)であった(Figure3 )。χし」と回答した人は72名(87%)であった(Figure3 )。χ22 検定を用いて自傷行為経験群内の「直近の希死念慮」検定を用いて自傷行為経験群内の「直近の希死念慮」

の有無を比較したところ，「ある」と回答した人よりも「なし」と回答した人のほうが有意に高かった（χの有無を比較したところ，「ある」と回答した人よりも「なし」と回答した人のほうが有意に高かった（χ22

（1）＝7.83，p <.001）。（1）＝7.83，p <.001）。

考察考察

希死念慮に関して

「過去の希死念慮」については，全体の46%である113名が「ある」と回答した。厚生労働省(2017a)が実施「過去の希死念慮」については，全体の46%である113名が「ある」と回答した。厚生労働省(2017a)が実施

した自殺対策に関する意識調査では，本気で自殺したいと考えたことがある人の割合は調査対象（日本の成人した自殺対策に関する意識調査では，本気で自殺したいと考えたことがある人の割合は調査対象（日本の成人

3000人サンプリングデータ）の23.6％と本調査より低い割合になっている。しかし，杉岡・若林(2012)の研究3000人サンプリングデータ）の23.6％と本調査より低い割合になっている。しかし，杉岡・若林(2012)の研究

では，大学生192名に希死念慮に関する調査をしたところ，55.2%の学生が，これまでに自殺をしたいと思っでは，大学生192名に希死念慮に関する調査をしたところ，55.2%の学生が，これまでに自殺をしたいと思っ

Figure2 自傷行為経験群内の過去の希死念慮の有無(n=83)

Figure3自傷行為経験群内の直近の希死念慮の有無(n=83)
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たことがあると回答した。以上の先行研究から，これまでに希死念慮を抱いたことがある大学生の割合が高いたことがあると回答した。以上の先行研究から，これまでに希死念慮を抱いたことがある大学生の割合が高い

ことが見てわかる。大学生の時点で希死念慮を抱いた経験があるということは，それ以前にから希死念慮を抱ことが見てわかる。大学生の時点で希死念慮を抱いた経験があるということは，それ以前にから希死念慮を抱

いていた可能性があると考えられる。実際，若年層の自殺が減っていないことを考えると，若年層で希死念慮いていた可能性があると考えられる。実際，若年層の自殺が減っていないことを考えると，若年層で希死念慮

を抱いている人はかなりいると思ってよいだろう。を抱いている人はかなりいると思ってよいだろう。

自傷行為に関して

自傷経験群となるカットオフ値の25点以上の割合は，全体の34% (83名) であり，男性14%，女性20%であっ自傷経験群となるカットオフ値の25点以上の割合は，全体の34% (83名) であり，男性14%，女性20%であっ

た。山口(2006)によると，大学生1600人を対象とした調査で，7.5%の学生が自傷を行っている結果が報告さた。山口(2006)によると，大学生1600人を対象とした調査で，7.5%の学生が自傷を行っている結果が報告さ

れている。また，Matsumoto & Imamura（2008）が，首都圏12校の中学校・高等学校生徒2,974名を対象にれている。また，Matsumoto & Imamura（2008）が，首都圏12校の中学校・高等学校生徒2,974名を対象に

行った調査では，自己切傷の生涯経験率が男子の7.5％，女子では12.1％であったと報告されている。先行研行った調査では，自己切傷の生涯経験率が男子の7.5％，女子では12.1％であったと報告されている。先行研

究(山口，2006;Matsumoto & Imamura，2008)と比較すると本調査の結果は，高い値を示していることがわ究(山口，2006;Matsumoto & Imamura，2008)と比較すると本調査の結果は，高い値を示していることがわ

かる。本調査では，侵襲性を低めるために，自傷行為について5件法で回答させた。しかし，従来の研究ではかる。本調査では，侵襲性を低めるために，自傷行為について5件法で回答させた。しかし，従来の研究では

侵襲性が高い2件法で回答させることが多い。本調査では，従来よりも回答しやすくなり，その結果，得られ侵襲性が高い2件法で回答させることが多い。本調査では，従来よりも回答しやすくなり，その結果，得られ

た値が高くなったとも考えられる。た値が高くなったとも考えられる。

また，「過去の自傷について」の質問に4ないし5点と回答した人の割合は，全体の17%である42名であっまた，「過去の自傷について」の質問に4ないし5点と回答した人の割合は，全体の17%である42名であっ

た。さらに，男女の割合は，男性13名，女性29名であり，χた。さらに，男女の割合は，男性13名，女性29名であり，χ22 検定を用いて「過去の自傷行為」について男女検定を用いて「過去の自傷行為」について男女

別に比較したところ，女性の方が男性よりも有意に過去に自傷行為を経験したことがある人数が高かった。し別に比較したところ，女性の方が男性よりも有意に過去に自傷行為を経験したことがある人数が高かった。し

かし，中学校・高等学校生徒の自己切傷の生涯経験率の男女差では大きな差はみられていない(松本，2009)。かし，中学校・高等学校生徒の自己切傷の生涯経験率の男女差では大きな差はみられていない(松本，2009)。

むしろ，中学生を対象とした調査で，「こぶしで硬い壁を殴る」もしくは「壁に頭をぶつける」という自傷行むしろ，中学生を対象とした調査で，「こぶしで硬い壁を殴る」もしくは「壁に頭をぶつける」という自傷行

為の生涯経験率は，男性のほうが多い(Izutu，T.，Shimotsu，S.，Matsumoto，T. et al.，2006)。また，米為の生涯経験率は，男性のほうが多い(Izutu，T.，Shimotsu，S.，Matsumoto，T. et al.，2006)。また，米

国の研究でも自傷には性差がないといった結果が得られている(松本，2011)。今後、自傷行為の性差について国の研究でも自傷には性差がないといった結果が得られている(松本，2011)。今後、自傷行為の性差について

は、自傷する部位やその目的など詳細な情報を含め検討していく余地があると考えられる。は、自傷する部位やその目的など詳細な情報を含め検討していく余地があると考えられる。

自傷行為と希死念慮

自傷行為経験群のなかで「過去の希死念慮」について，「ある」と回答した人は63名(76%)で，「なし」と回自傷行為経験群のなかで「過去の希死念慮」について，「ある」と回答した人は63名(76%)で，「なし」と回

答した人は20名(24%)であった。また，自傷行為経験群のなかで「直近の希死念慮」について，「ある」と回答答した人は20名(24%)であった。また，自傷行為経験群のなかで「直近の希死念慮」について，「ある」と回答

した人は11名(13%)で，「なし」と回答した人は72名(87%)であった。自傷行為経験群のなかで「過去の希死念した人は11名(13%)で，「なし」と回答した人は72名(87%)であった。自傷行為経験群のなかで「過去の希死念

慮」と「直近の希死念慮」の有無についてそれぞれ「ある」と回答した人数が「なし」と回答した人数よりも慮」と「直近の希死念慮」の有無についてそれぞれ「ある」と回答した人数が「なし」と回答した人数よりも

有意に多い。よって，少なくとも自傷行為を経験している人は，希死念慮を抱いている可能性が本研究により有意に多い。よって，少なくとも自傷行為を経験している人は，希死念慮を抱いている可能性が本研究により

明らかとなった。明らかとなった。

また，Joinerら(2009)の自殺の対人関係理論で自分の身体を傷つけることで自殺潜在能力を高め，さらに，また，Joinerら(2009)の自殺の対人関係理論で自分の身体を傷つけることで自殺潜在能力を高め，さらに，

希死念慮に自殺潜在能力が加わることで，自殺が行動化されていると指摘している。よって，本調査の結果か希死念慮に自殺潜在能力が加わることで，自殺が行動化されていると指摘している。よって，本調査の結果か

ら，自殺行動を起こす可能性が高い学生の存在が示唆された。ら，自殺行動を起こす可能性が高い学生の存在が示唆された。

まとめと今後の展望

本研究は，大学生に希死念慮や自傷行為の経験について質問することで，自殺行動を起こすリスクの高い本研究は，大学生に希死念慮や自傷行為の経験について質問することで，自殺行動を起こすリスクの高い

大学生の割合を調査するとともに，希死念慮を抱いている，自傷行為の経験がある大学生の割合を調査するこ大学生の割合を調査するとともに，希死念慮を抱いている，自傷行為の経験がある大学生の割合を調査するこ

とを目的とし、大学生253名に質問紙調査を実施した。その結果、希死念慮かつ自傷経験がある自殺行動を起とを目的とし、大学生253名に質問紙調査を実施した。その結果、希死念慮かつ自傷経験がある自殺行動を起

こすリスクが高い人が多くいることが分かった。彼らへの予防的アプローチを含めた学生相談体制の充実の必こすリスクが高い人が多くいることが分かった。彼らへの予防的アプローチを含めた学生相談体制の充実の必

要性が示唆された。要性が示唆された。
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本研究では、このような自殺行動を起こすリスクが高い大学生がどんなサポートを受けているのか、必要本研究では、このような自殺行動を起こすリスクが高い大学生がどんなサポートを受けているのか、必要

としているのかまでは明らかにできていない。今後は予防的アプローチでそういった大学生をどうすくいあげとしているのかまでは明らかにできていない。今後は予防的アプローチでそういった大学生をどうすくいあげ

ていけるかなど、大学生への支援体制を考えていくことが望まれる。ていけるかなど、大学生への支援体制を考えていくことが望まれる。
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